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【筑紫女学園大学】 

福岡県人権啓発情報センター 第50回特別展 『３．１１被災地の声をきく』 

― 筑紫女学園大学 支援活動の10年 ― 

 
令和3年3月6日(土)～5月30日(日)の期間、福岡県人権啓発情報センターにて第50回特別展『３．１１被

災地の声をきく 筑紫女学園大学 支援活動の 10 年』を開催いたします。本特別展では「災害と人権」とりわけ

東日本大震災をテーマに、本学の支援活動や被災された人々の声を通して、災害時における人権保障や被災地復

興の在り方・課題についてともに考える機会とします。展示内容は第 1 部「東日本大震災 被害と復興状況」、第

2部「筑紫女学園大学 被災地支援活動」、第3部「被災地の声をきく」の3部構成となっております。 

筑紫女学園大学ではボランティア活動を主体性や社会性を涵養する教育の場として位置づけており、学生のボ

ランティア活動への参加を積極的に支援しています。東日本大震災発生直後から、少しでも支援に関わっていき

たいとの願いのもと、義援金(募金)活動をはじめ、東日本大震災ボランティア研修という名目にて、毎年２回被

災地での復興支援ボランティア活動を全学挙げて取り組んでまいりました。 

また、東日本大震災ボランティア研修は10年目を区切りに終了を迎える予定となっておりましたが、研修にて

訪問した岩手県の被災者の方々よりボランティア研修継続を希望する署名活動を受け、引き続き東日本大震災ボ

ランティア研修を実施させていただくことになりました。 

≪概要≫ 

期 間：令和3年3月6日（土）～ 令和3年5月30日（日） 

時 間： 9:00 ～ 17:00 

場 所：クローバープラザ7階（春日市原町3丁目1-7） 

    福岡県人権啓発情報センター 

（ヒューマン・アルカディア） 

内 容：『３．１１被災地の声をきく 

 筑紫女学園大学 支援活動の10年』 

主 催：福岡県、（公財）福岡県人権啓発情報センター 

後 援：福岡県教育委員会、福岡県人権啓発活動ネットワーク協議会 

 

【取材対応について】 

○取材を希望される場合は、事前にこちらまでご連絡をお願いいたします。 

◆法人本部 総務部 （電話092-925-9918（直通） 担当：吉原、泉田） 

○内容に関するお問い合わせは、直接こちらまでご連絡をお願いいたします。 

現代社会学部 現代社会学科 教授 栗山 俊之 

（ 電話092-925-3511（代表）、092-925-9489（研究室）、 E-mail  kuriyama@chikushi-u.ac.jp） 

【窓口時間】月～金9:00～17:00 

以上 ご案内申しあげます。 

ニュースリリース 

 


